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ICT機器を活用して授業をしてみませんか？

部科学省では,２つの調査研究を行いました。文
○「電子黒板を活用した教育に関する調査研究」文部科学省委託事業(2009)
○「電子黒板の活用により得られる学習効果等に関する調査研究」文部科学省委託事業(2010)

れらの調査研究からわかったことは，こ

・小学校で電子黒板がよく活用された教科・領域は，算数，国語，社会
・中学校で電子黒板がよく活用された教科・領域は，数学，社会，外国語

「 」・電子黒板を活用する意図として最も多い回答は 学習に対する児童・生徒の興味関心を高める
・電子黒板で活用する機器教材として，実物投影機，自作教材，市販教材が多く利用
・電子黒板が各教室に導入されることで，これまでできなかった授業ができるようになった
・電子黒板が各教室に導入されることで，授業準備の時間を減らすことができる
・活用経験を積むことにより，活用の意図，活用シーンのバリエーションが広がる
・電子黒板を活用することで 「教師自身の説明がしやすくなった 「子どもの集中力が高まっ， 」，

た」という効果を感じる

さらに，授業終了後に客観テストを行うと,社
会「社会的な思考力」,算数・数学「数学的な考
え方」と「表現処理 ，理科「科学的な思考」と」
「表現・技能 「知識・理解」の領域で有意に」，
高いことが示されています。電子黒板を活用す
ることにより，児童生徒の理解が促されている
ものといえます。

子黒板をはじめとするICT機器は，日々進電
化しています。カメラや実物投影機（書画カメラ ，タブレット）
などHDMIケーブル１本でプロジェクタやテレビに接続し映し出す
ことがでる機種が増えてきました。また，インターネット上のコ
ンテンツやデジタル教科書など, 提示用の教材もさまざまありま
す。

こで，この研究では小・中・高等学校の先生方にお願いしそ
， 。て ICT機器を活用した授業実践例を収集し１冊にまとめました

各教科や領域が掲載されている実践事例集を参考に,ICT機器を授
業で活用してみませんか？

実践事例集
第１部 電子黒板等ICT機器の有効性について
第２部 小・中・高等学校の授業での事例
第３部 ICT機器の接続方法

※実践事例で使用した教材については，下記URLよりダウン
。（ ， ）ロードできます 著作権 肖像権等問題のないもののみ

URL http://www1.iwate-ed.jp/tantou/joho/h25_it_use/index.html



事例集より

校種 小・中・高 学年 １・２・３・４・５・６ 教科 算数

単元
「11 広さを調べよう （東京書籍）」

目標（ねらい）
・長方形を組み合わせた複合図形の面積を求めることができる。

コンテンツの種類 ○テキスト ●画像 ○音声 □複合（ ）
○デジタル教科書（ ）

ICT機器・教材
・プロジェクタ（PJ ，スクリーン（SC ，パソコン（PC ，電子黒板ユニット（UN）） ） ）

ICT機器活用の目的
・生徒に実際に書き込ませることによって考え方を明確にする。また，画像として保存 し何度も

提示できるようにする。

学習活動 ICT機器・教材・コンテンツの活用 機器

１本時の学習内容を理解する ・スクリーンに提示し問題をとらえ PJ
る。 SC導

PC
UN入

２課題を設定する

３解決の見通しをもつ
・今まで学習した考え方を使う展

開

４自力解決をする

５確かめる ・ICT機器を使って自分の考えを
発表することができる。

６本時のまとめをする
終

末

作成ソフト
・マイクロソフトオフィスパワーポイント（4san_hirosa1.jpg，4san_hirosa2.jpg）

Lの形をした図形の面積を求めよう。

組み合わせた図形は、分けて面積を求め

たり、大きな四角形からよけいな部分を引

いたりして面積を求めることができる。

Webの場合URLを入れる

作成の場合、使用ソフト名やファイル名

コンテンツ

ICT機器の活用

コンテンツ画像や使用風景などを挿入

学習活動

学習の流れ

児童の活動

学習内容

コンテンツの種類

ICT機器・教材

活用の目的

単元名

目標（ねらい）

校種

学年

教科



事例集より

校種 小・中・高 学年 １・２・３・４・５・６ 教科 理科

単元
「身のまわりの物質 ～第3章水溶液の性質～」

目標（ねらい）
・物質が水にとけていくようすを、粒子のモデルを用いて説明することができる。

■複合（ 動画 ）コンテンツの種類

ICT機器・教材
・コンピュータ(PC)、テレビ(TV)、実物投影機「書画カメラ」(OHC)
・動画【コーヒーシュガーが水にとけていくようす （理科ネットワーク）】

ICT機器活用の目的
・コーヒーシュガーが水にとけていくようすをイメージさせるために導入部分で活用する

学習活動 ICT機器・教材・コンテンツの活用 機器

１ 完全にとけたコーヒーシュガーの水
溶液と途中の水溶液を観察する。導

２ コーヒーシュガーが水にとけていく ・動画【コーヒーシュガーが水 PC入
ようすの映像を見る。 にとけていくようす】 TV

３ 砂糖が水にとけていくようすを粒子
のモデルで考える。展

４ グループ内で、モデルを用いながら開
考えを発表し合う。 PC

TV
５ 各グループの代表が、クラス全体に OHC

考えを発表する。

６「とけて均一に広がっている砂糖の粒
子は、何日かたつとどうなるか」考え
る。

７ 今日の授業でわかったことや学んだ
ことをまとめる。終

８ 次時の予告をする。末
（炭酸水を提示する）

・http://rikanet2.jst.go.jp/contents/cp0020g/images/thumbnail/2017_1500k-tnl.jpg



， ，活用実践集は 電子黒板等ICT機器を授業で活用することにより
わかる授業や考えさせる授業を進めるために作成されています。
内容は３部構成で、

・第１部では，文部科学省委託事業「電子黒板を活用した教育に
関する調査研究 （2009）年）と文部科学省委託事業「電子黒板」
の活用により得られる学習効果等に関する調査研究 （2010年）」
の結果をもとに電子黒板等ICT機器の有効性についてまとめてい
ます。

・第２部では，小・中・高等学校の授業での事例を掲載していま
す。

・第３部では，ICT機器の接続方法を中心にまとめています。

という内容になっています。

授業での事例 ICT機器の接続方法電子黒板等ICT機器の有効性

ンテンツの種類コ
電子黒板等ICT機器を活用する場合には，コンテンツが必要になります。
１ テキスト情報
２ 画像情報

画像情報は，主に静止画や動画です。静止画は線画で描かれたものからデジタルカメラで撮影
された高画質，高解像度のものまで含みます。線画で描かれたものより高画質，高解像度なもの
ほど情報量は多くなります。

３ 音声情報
４ 複合型コンテンツ

この事例集では、テキスト情報や画像情報，音声情報が混在するコンテンツを，複合型コンテ
ンツとしています。Adobe社製FlashやMicrosoft社製PowerPointで作成されたものの特徴として
は，様々な情報を混在させることができることと，それぞれのコンテンツを制御できることも特
徴としてあげられます。
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